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国内長期金利の推移
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23日の債券相場は売り買いが交錯する値動きの荒い展開を想定する。22日の米債市場で10年債利

回りは小幅に低下したが、２年債など中期債は上昇して終えている。米株式相場は大幅反発しており、

外部環境はアゲインストだろう。米メディアは日本時間23日の朝方、トランプ米大統領が「米連邦準備理

事会（ＦＲＢ）のパウエル議長を解任する意図はないと述べた」と報じた。ＦＲＢの独立性を巡る不透

明感などを背景に米資産への売りが強まっていたが、その巻き戻しの動きが生じやすい。
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今日の債券相場の見通しとポイント

✓トランプ氏「パウエル議長を解任する意図はない」と発言

✓米中貿易摩擦の緩和観測が広がる

✓トランプ関税は売り買い両面の材料
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